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   Two cases of transverse ectopic descent of the testicle were reported. Thirty two cases of 
this anomaly so far reported in Japan were statistically analyzed along with a brief discussion.
緒 言
交 叉性睾丸転位 とは一側 の睾丸 が正常 の下降
経路 か ら外れ反対側 の腹部,鼠 径管部,鼠 径 部
あ るいは陰嚢 内に位 置す る ところの睾 丸の先天
的 下降異常 の 一 つで あ る。本症 はLenhoss6k
(1886)1)が剖検 で発見 し初 めて報告 した とされ
てい るが,そ の後 の欧米に おけ る報告 例は比較
的少 な く一応稀 な奇形 で ある と考 え られ る.本
邦におい て も岩崎(1912)2}の第1例 報告 以来
われわれ の蒐集 した限 りでは1966年末 までに30
例 の報告 がみ られ るに過 ぎない,わ れわれは最




































径輪部の 睾丸(す なわち左睾丸)は 膀胱後部を よぎ










































睾丸転位症 とは睾丸 が正常の下降経路か ら偏
った場所 に位置 す る先天性 異常 であ り,そ の睾
丸 の転位部位 に より間質性,大 腿性,恥 骨陰茎
部 お よび交叉性 とに分 け られ る。 このうち交叉
性睾丸転位 とは緒 言に述 べた ように一側 の睾丸
が反対側 の 睾丸 下降経路に 位置 す る もので あ
る.Hunt(1940)3)による と睾 丸転位症 の頻度
は睾丸 が正常 の 下降経路 の 中途 に 位 置 す るい
わゆ る停 留睾 丸症 のそれの約5分 の1で あると
い う.ま たWattenbergetaL(1949)4〕の統計
に よると,欧 米では睾 丸転位症 のうち会陰部転
位症 が最 も多 く,交 叉性睾丸転位はは るか に稀
な ものとされてい るが,高 安 ら(1959)51による
と,本 邦では睾丸転位症22例中交叉性睾丸転位
症は12例と比例的多 くを占めてい る.こ の睾丸
交叉性転位 の最初 の報告 は1868年Lenhoss6ki)
に よって初 めて行 なわれ,そ の後 の欧米 におけ
る報告は 黒 川 ら(1964)6〕の蒐集に よると1962
年当時 で41例である.一 方本邦 においては1912
年岩崎2}が初 めて 報告 して以来1964年に 黒 川
ら6}は自験2例 を加 えた22例を集 めてお り,そ
の後 われ われ の蒐集 しえた限 りでは 自験2例 を
含 めて32例とな る.そ の報告症 例の概要 は表1
に示 す通 りであ る.
表1本 邦における交叉性睾丸転位報告例
No. 報舗 難1鯛 翻 論1努副 治 療 女盤 劉 備 考
11岩 崎 ・11,・,・1241左 鼠 径 一 ル ・ ア (一)1子 宮?
・1木 村191sl・ 防 鼠径一ル ・ア 除 劇 幼 若 棺i
3高 島1924119右 鼠 径 一 ・レ ・ ア (一) (一)
4大 武1928巨7右t精 系 腫 瘤 (一)1難慾 身乙鋸 誰 騨
・1江 即193148t左 醸 水 画(一) 醐 子宮i鼠 径一・レー ア舗
・1井上 ・辻本D93525左1睾 丸 腫 ヨ副 除 睾1子
亀
畢丸混合腫瘍および鼠径へ宮1 ルニア合併
7尾 関1935[18防 睾)[L異 常 除 睾1子 割 口管1鼠 径一ル・ア合併
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・1二宮 ・杉野11935「161左1鼠 径 一 ・レー ア1(一)1子 副
・「新 井i・g351・ 陸 陣 径 一・レー アi除 肇 子宮 ・卵管
1・1加 劇19361・ 左1鼠 径 一 ル ・アi(一) (一)
111原 城戸1・g4・122陵1麟 水 腫 子 宮?











闘 ・カ月1司 鼠径一ルーア1(一) (一)
・1司 停 留 睾 丸 除 劉 子 宮 ・膣1瓢 裂および鼠径ヘルニ





間11糠1・1司 停 留 睾 丸 陣 丸固定1(一)
沢1・g・i31左 睡 丸 腫 瘤 除 睾 (一) 聖丸腫瘍(セミノーム)合併







他 ・2・1961122}右 鼠径 ヘル 邑 ア 除 睾 子宮 卵管
1963 15 右 鼠径 ヘル ニア 除 聖 子 宮 ・膣
・・1黒川 他 ・lll963i・ 左 停 留 翠 丸 肇燗 定1(一) 尿道下裂合併
23譜 久 原 ・3・119631・ 左 停 留 聖 丸 睾丸固定(一) 2才の時右睾丸固定術
・・1川 野1::畷}1・1剤 停 留 睾 丸 睾丸固定1(一)1両 側鞭 腺欠損合併























越 駒瀬 ・他21)196571左i停 留 睾 丸1除 睾 陣 ・卵管i
・,1背験 闘22・};ll・1左1停 留 睾 丸 睾燗 定 1尿道下裂合併





本邦報告症例 を10年毎に区分 してみ てみる と
表2に 示す通 りで,1959年までは 各10年 間 に
2～6例 の報告 しかみ られ ないが,1960年以1降
は7年 強 の期間 に既 に16例の報告が なされ てお
り,最 近特 に増 加 してい る ことがわか る.
2)年 令
本症の存在を発見確認された時の年令を整理







表2報 告 頻 度
酒徳他=交叉性聖丸転位症の2例
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